
．はじめに

就職活動の初期段階で「やりたい仕事がわ

からない」「なりたい姿がイメージできな

い」という大学生はけっして少なくない。も

ちろん活動途中での様々な出会いと経験に

よって自分の目指す道を見つけていく学生は

多いものの、活動してもわからない、わから

ないから活動できない学生が少数派ではない

ことは、多くの大学の現場感覚だろう。

インターネットによる就職活動は今や完全

に定着した。ネットを利用して会社にエント

リーをし、ホームページで情報を得て企業研

究を進めていくスタイルは、いまの大学生に

は当然のこととして受けとめられており、会

社訪問解禁日に本社に列をつくる 数年前の

姿や、同じ大学の卒業生に連絡をとって学内

外で会い情報を得る姿は想像すらできないよ

うである。インターネットによる就職活動は

企業の採用活動を効率化させたようにみえる

反面、学生が主体的に動かなくなったことや、

ミスマッチ応募の増加による企業の負担増な

ど、様々な問題を表面化させることになった。

この反省から近年、選考前のオープンセミ

ナーの開催など学生に直接情報を伝える機会

を増やすなど、企業はリアルな情報提供に力

をいれてきた。このなかで、昨今の特徴的な

情報提供手法として、働く人に焦点をあてた

パンフレットの作成や各部門で活躍する若手

社員との懇談会などの開催がある。当社には

こういう人材がいる、こういう働き方ができ

るという実際の姿をみせることで、より現実

感覚を持って仕事を理解してもらおうとする

試みである ）。これによって学生は、働き

方に関するリアルな情報を入手し、自分の価

値観に照らし合わせて判断しながら自らの

キャリアを考えることができ、将来の自分の

働く姿を想像しながら道筋を描いていくこと

ができる。これがここで焦点をあてるキャリ

アモデルであり、キャリアデザインのひとつ

の手法として注目されている。

本論文は、大学生のキャリア教育に同手法
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を取り入れた実例に基づき、学校教育におい

て望ましいキャリアモデル手法に関する考察

を行うものである。山口大学での実践を報告

するとともに、その効果を検証し、問題点を

明らかにしたい。

．キャリアデザインのためのキャリア

モデル

「キャリアモデルを見つけよう！」とは、

就職活動を前にした学生たちに多くの識者が

語りかける言葉である。ここで言うキャリア

モデルとは、「こんな働き方をしたい」「こん

な生き方をしてみたい」「この人はかっこい

い」など、自分が共感できる職業人を意味す

る。目標とする人物があれば、なぜその人物

を目標とするのか、自分はどういう働き方を

したいのか、その人物に投影された要素を観

察することによって自分の価値観への理解を

深めることができるため、自身のキャリアデ

ザインに大きなヒントを与えてくれる可能性

が高いと考えられる。

古野［ ］は、キャリアデザインのため

のモデルの活用として、キャリアデザインを

行うためには現実（外的環境）と自己の統合

を図らなければならないとしたうえで、この

統合を容易にする方法としてロールモデルを

使ったアプローチを提唱している。ここで

ロールモデルとは「憧れの先輩モデル」のこ

とであり、伝記にのるような偉人もあれば、

父親・母親、親戚、 や会社の先輩も

ありうる。彼らの働き方、職業観を学ぶこと

によって自分のなかのこだわりや価値観が浮

き彫りにされることも多く、将来の自分の働

き方をリアリティを持って描くことが可能と

なる。古野の言うロールモデルがまさにここ

でのキャリアモデルであり、あこがれの先輩

を調べて見つけることは、キャリアデザイン

のひとつの手法として活用できると考えられ

る ）。

では、憧れの先輩をどのように見つけるこ

とができるだろうか。「○○のようになりた

い」とは、子どもの頃誰しもが思い描く経験

を持つものだろう。伝記本に代表される書籍

からの情報は、まさに従来から活用されてい

た手法である。伝記的な情報は個人の足跡を

丹念に追うことができるというメリットはあ

るものの、様々な生き方から自分にあったも

のを見つける点から考えるとあまりに時間の

かかる方法である。なにより偉大な人物に関

する情報はたくさんあるものの、実は普通の

人の普通の働き方は、書籍になりにくいとい

う欠点を持つ ）。また、親、親戚や身近な

人物からさがすというのも現実的方策ではあ

るが、これでは考える仕事の範囲が狭くなっ

てしまうという問題点を抱える。

インターネットの発達は、キャリアモデル

の手法に新たな可能性を見出しつつある。大

学生がよく活用する就職情報サイトのリクナ

ビは、「会社の事業内容や経営情報だけでは、

どういう働き方ができるのかはわかりにくい。

リクナビでは、「仕事研究」で先輩たちのナ

マの声を聞くことができる」として、数年前

より「仕事研究」のコーナーに、その会社で

働く個人の仕事の内容、やりがい、失敗談、

アドバイスなど写真入りで具体的に情報を伝

達する仕組みをつくっている。例えばリクナ

ビ には 人の働く先輩が掲載され

（ 年 月 日現在）、仕事を具体的に理

解できるよう工夫されている ）。

このほかインターネットを活用した仕事情

報の提供として、 法人キャリナビの取

り組みがある ）。キャリナビは、自分だけ

の生き方と「夢中になれるモノ」を探すため

に、様々な職業で実際に働いている輝く大人

（ナビゲーター）と「取材」による“出会

い”を数多く積み重ねて、オンリーワンな大

人達の“生き様”を蓄積するもので、メン

バーが取材した記事は「インターネットのお

仕事人辞典」としてデータベース化されて閲
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覧可能となっている。このキャリナビの活動

については、すでに学校教育においてもいく

つか活用事例が存在する ）。

．キャリアモデルレポート：山口大学

の実践例

キャリアモデルの考え方を学校教育に活用

するひとつの試みとして、山口大学で実施し

たレポート課題を紹介したい。山口大学では

年より共通教育にキャリア関連授業を設

け、キャリア教育に力をいれてきた。 年

度は、低学年向けの主題別科目「キャリアデ

ザイン」（後期開講）、高学年向けの総合科目

「就職」（前期開講）に分け、キャリアモデ

ルは後期の低学年向け講義の中間レポートと

して実施した。

この講義「キャリアデザイン」のシラバス

に掲載される概要と目標は以下のとおりであ

る。

概要（授業案内）：

キャリアデザインとは、人生設計。とくに

「職」にかかわる自分の未来への道を描く

こと。本講義では、自分を知り、仕事を知

り、そして、なるための道を知るために必

要となる、 自己分析の方法、 企業研究

の方法、 就職活動の方法を解説する。ま

た、この講義では山口大学の卒業生数名を

ゲストとして招く予定である。先輩方の大

学生から社会人への道筋をケーススタディ

としながら、キャリアデザインを考えてい

きたい。

目標：

先輩の学業から就業への接続過程の話を参

考にしつつ、自分自身のキャリデザインを

考えて、大学での目標を明確にすることを、

この授業目標とする

講義では、山口大学の卒業生をゲスト講師

にお招きし、ご自身の大学時代のこと、就職

活動のこと、仕事をしてからの苦労話や後輩

へのメッセージなど、大学から社会へと歩む

過程の経験談を語っていただくことを中心に、

授業を進めてきた。ゲストとして来ていただ

くのは、おおむね 歳の学生にとって身

近に感じられる先輩方である。この授業の到

達目標でもある最終レポートの課題は「自分

のキャリアデザインを描く」であり、講義で

先輩方の話を聞きながら、自分が共感できる

働き方を考え、そうなるための道筋を描き、

大学で何を学ぶかを明確にしていくことが求

められている。とくに入門科目に位置付けら

れるこの講義では 年生の受講者が大半を占

める。キャリアデザインと言うとどうしても

就職と直結してしまいがちであるが、実は彼

らにとって今重要なことは、大学時代をいか

に有意義に過ごすかという点であり、講義で

はこの点が強く意識されている。

お招きしたゲスト講師の先輩 人 人が

キャリアモデルそのものであるが、それ以外

にも幅広くモデルとなる憧れの先輩をさがす

ことはキャリアをデザインするために有効と

の観点から、この講義の中間レポートには、

自分のキャリアデザインを考える前段階とし

て「キャリアモデル」の課題を課した。学生

に配布した説明資料の抜粋は表 のとおりで

あり、ここでは共感できる働き方を見つける

ことが求められている。授業中には、

法人キャリナビによる『天職の見つけ方 親

子で読む職業読本』，『この人がかっこいい！

この仕事がおもしろい！』の 冊の書籍を実

際に持ち込んで紹介し、 『プロジェク

ト 挑戦者たち』は図書館に所蔵していると

の情報を伝えた。また、様々な働く人の生き

方を検索できるサイトとして、リクナビ、

キャリナビ、お仕事未来図鑑 を

紹介し、これらのサイトを活用しても、本で

調べても、自分でインタビューしても、キャ

リアモデルをさがす方法はどのようなもので
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もかまわないことを最初にアナウンスした。

このレポート課題を説明した 年 月

日から提出日の 月 日までの間、授業では、

この課題に関する質問に答えるとともに、補

足説明を行った。追加的に説明した主な点は、

キャリアモデルは著名人でかまわないし、む

しろ望ましい面もあるということである。こ

れに対して学生からの質問で「偉大な人物に

はなれそうにないがよいか？」「その職業に

つけるとは思わないがそういう働き方をした

い場合はモデルに選んでよいか？」との質問

を受けた。もちろん両方とも可である。今回

の課題の目的は「キャリアモデルを選んで決

める」ところにあるわけではなく、「自分が

共感する働き方を具体的にイメージするため

にモデルを見つける」ことにある。「この人

のすべてを肯定するわけではないが、この働

き方が好き」というように 部であってもか

まわないことを強調するとともに、著名人に

関しては情報がたくさんあるので課題として

はやりやすいだろうとの点を説明した。また、

「家族はダメか？」との質問も受けたが、今

回は家族以外で考えてほしいと回答した。よ

り幅広く働き方を考えてほしいということ、

親のインタビューは別の講義の課題として設

定しているためである ）。
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表 キャリアモデル課題文書

主題別科目「キャリアデザイン」

中間レポート：キャリアモデル

．目的

キャリアモデルとは、個人がキャリアを考え選択する際に、その方向性を示すようなモデル（ひなが

た、模範）となるもの。具体的な働く個人の姿がキャリアモデルそのものであり、自分にあった働き方

をイメージするのに役立つ。自分自身のキャリアをデザインする前に、キャリアモデルを見つけること

は自らの働き方をとらえる上で有効であり、今回のレポートは、キャリアモデルの発見により、自分が

共感できる働き方を具体的人物を通じて理解することを目的とする。最終レポートキャリアデザインの

前準備と位置づけられる。

．キャリアモデルをさがす

キャリアモデルは、 働き方が共感できる人、 実在の人物であること（会ってなくてもかまわない）、

書籍・ホームページ等で調べても実際にインタビューしても 、 なるべく家族は避ける（今回は）。

さがし方はいろいろ、指定は無し。平尾研究室リンク集も参考に。

書籍：『天職の見つけ方 親子で読む職業読本 』『この人がかっこいい！この仕事がおもしろい！』

日本経済新聞社『働くということ』， 『プロジェクト 挑戦者たち』など

ホームページ：リクナビ

キャリナビ 「この人がカッコいい」など

会社パンフレット：とくに採用関連のものには詳しく出ていることもあり

新聞記事：朝日新聞 など活用のこと。図書館の専用端末で新聞記事検索ができる

．レポートの書式

レポートの書き方は自由であるが、以下の点を盛り込むこと。 モデルはどういう人か（職業や会社

名など、氏名はあってもなくてもかまわない）、 働き方の共感した部分は何か（仕事への取り組み姿勢、

仕事への考え方、ワークスタイルなど）、 なぜそこに共感したのか、 その働き方ができるまでどう

いう道を歩んできたか（わかれば）、 どういう調べ方をして見つけたのか、情報源を明記すること（リ

クナビ で○○をキーワードに検索して見つけたなど）。資料添付の必要はないが再現性を確保して

ほしい

注）学生配布資料から主要箇所を抜粋したもの



さらに、補足的に強調した点として、この

課題は決してキャリアモデルを“決める”も

のではないということである。当初の学生の

反応に「やりたい仕事がわからないのに、

キャリアモデルが決められるわけない」とい

うものがあり、この種の質問は多く受けた。

これに対しては、なんとなくでもかまわない

ので、「この働き方いいな」「この人カッコイ

イな」という人物を見つけることが第 であ

ることを説明し、かつ、楽しく考えるよう

メッセージを送った。提出されたレポートを

みる限り、この点は理解されたものと思われ

る。

．キャリアモデル課題実施者へのアン

ケート調査

課題の提出日 月 日にアンケート調査を

実施した。当日の出席者に調査票を配って趣

旨を説明したうえで回答を求め、その日の講

義終了後に回収した。なお、対象はキャリア

モデルレポートを完成させた者とし、無記名

で回答を求めた。

回答者は 人であり、学部・学年は以下

のとおりである。なお、回答者のうち男子学

生は ％、女子学生は ％、性別無回答

が ％であった。

以下、この調査を通じてわかったことを順

に記述していく。

モデルとして選んだ人物

このような課題設定では、学生たちはどの

ような人物をキャリアモデルとして選ぶのだ

ろうか。過半数の ％が「このレポートで

見つけた人」を選び、自分のなかでの新たな

人物をモデルとした。職業人を掲載したサイ

トを紹介したこともあって、これらを活用し

てキャリモデルさがしに取り組んだ学生も多

い。 方で、これまで知っていた人を選んだ

のが ％である。このうち著名人を選んだ

のが ％であり、作家や発明家などが選ば

れている。著名人ではないが知っていた人を

選んだ者が ％、直接会ったことのある人

は ％で、学校の先生やこの講義に招かれ

たゲスト講師の先輩をキャリアモデルに描い

た学生もいた。
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表 アンケート回答者の学部・学年

学部 人文 （ ）

教育 （ ）

経済 （ ）

理学 （ ）

医・工・農 （ ）

合計 （ ）

学年 年生 （ ）

年生 （ ）

年生以上 （ ）

無回答 （ ）

合計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）

表 モデルとして選んだ人物

これまで自分が直接出会ったことのある人 （ ）

直接会ったことはないが知っていた人（著名人） （ ）

同上 （著名人ではない） （ ）

このレポートで見つけた人 （ ）

その他 （ ）

合 計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）



モデル選定の手順

学生たちはどのような考え方でキャリアモ

デルに到達できたのだろうか。モデル選定の

手順を質問したところ、もっとも多いのは職

種からさがした学生で ％が該当する。

方で、偶然みつかったという者も ％いる。

レポート課題であるため必ず 人は見つけな

ければならないため、さがしながら考えて

いった学生も少なくない。この講義は 年生

がほとんどということもあってか、会社を決

めてさがしたのは ％と少数であった。お

そらく 年生になるとこの回答が多くな

るとみられるが、会社にこだわらずに働き方

を研究できるという点から、低学年次にこの

ような機会を与えることに意味があると考え

られる。 方、最初からキャリアモデルとな

る人物がいたと答えたのは ％に過ぎな

かった。これ以外の 割の学生はこの課題を

きっかけに、モデルとなる人物をさがしたこ

とになる。

モデル調査の情報源

キャリアモデルの働き方を調べたときに最

も活用した情報源を尋ねたところ、インター

ネットが ％で最多である。具体的には講

義のなかで紹介したキャリナビ（ ％）、

リクナビ（ ％）を活用した学生は多い。

インターネットで気軽に利用できることや、

人 頁でコンパクトにまとめられているこ

と、検索機能がついているので自由にさがす

ことができ、職業研究の幅が広がることなど、

キャリアモデル探索に活用しやすい点が評価

されたものとみられる。また、書籍の活用は

％であって必ずしも多くはなかった。講

義で紹介した『この人がかっこいい！この仕

事がおもしろい！』は ％、『天職の見つけ

方』は ％であるほか、『プロジェクト 』

は ％であった。その他の書籍が ％を

占めるが、本人の書いた本で調べた学生が多

かったようである。

さらに、今回のレポートのために直接本人

に取材したという学生が ％いる。この方

法を推奨したわけではないが身近にいる憧れ

の先輩モデルとして大学の先生を取材した学

生などがここに含まれる。このほか、これま

での自分の記憶で書いた（今回のレポートの

ために調べてない）という学生が ％いた。

課題では情報源について何も限定しなかった

が、調べる機会を与えるという課題の趣旨か

らすると、自分の持つ情報だけで書くのは望

ましいとは言えない。 割を超える学生がこ

こに分類されることは課題設定のあり方に問

題があると言わざるをえず、この点は今回の

反省点でもある。

大学教育 第 号（ ）

表 モデル選定の手順

まず会社を決めて、その中からさがした （ ）

まず職種を決めて、その中からさがした （ ）

まず働き方を決めて、その中からさがした （ ）

最初からキャリアモデルとなる人物がいたので、その人を調べた （ ）

偶然みつかった （ ）

その他 （ ）

合 計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）



レポート作成時間

提出するレポートは 紙 枚とし、書き

方は自由である。このレポートを仕上げるた

めに学生たちはどのくらいの時間を費やした

のだろうか。「レポート作成の時間はどのく

らいかかりましたか？ 調査に要した時間お

よびあなた自身の構想・執筆の時間の合計で

お答えください。移動時間は含みません。」

との表現でアンケートには具体的な時間を記

入させた。 名の平均は 時間である。個

人差はかなり大きいのは当然にしても、最頻

値で 時間、中央値で 時間となっており、

それほど多くの時間を要したわけではないこ

とがわかる。学生のレポートをみると、モデ

ルの選定にさほど時間をかけたわけでもなく、

直感的選んで記述したものも散見された。よ

り深く調査ができるように課題の出し方に工

夫の余地があると思われる。

キャリア教育の手法としてのキャリアモデル

表 モデル調査のための情報源

これまでの自分の記憶で書いた（今回のために調べてない） （ ）

今回のレポートのために直接本人に取材した （ ）

書籍を活用して調べた（雑誌・新聞を含む） （ ）

インターネットを活用して調べた （ ）

その他 （ ）

無回答 （ ）

合 計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）

書籍（雑誌・新聞含む）の情報源

この人がかっこいい…（キャリナビ） （ ）

天職の見つけ方（キャリナビ） （ ）

プロジェクト （ ）

その他 （ ）

合 計 （ ）

インターネットの情報源

リクナビ （ ）

キャリナビ （ ）

お仕事未来図鑑 （ ）

会社のホームページ （ ）

本人のホームページ （ ）

その他 （ ）

合 計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）

▼ ▼

表 キャリアモデルのレポート作成時間

時間未満 （ ）

時間以上 時間未満 （ ）

時間以上 時間未満 （ ）

時間以上 時間未満 （ ）

時間以上 時間未満 （ ）

時間以上 （ ）

合 計 （ ）

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）

平均値 時間

中央値 時間

最頻値 時間



課題の評価

キャリアモデルの課題に取り組んだことの

自己評価に関して、表 の 項目について、

そうである、 ややそうである、 どちら

でもない、 ややそうでない、 そうでない、

わからないの 選択肢にて回答を求め、こ

のうち を肯定回答、 を否定回答、

を中間回答として集計した。

まず、今回の課題の目標である「共感でき

る働き方が見つかった」という点について、

肯定回答は ％であり、この面での目的は

ほぼ達成されたとみてよいだろう。次にこの

課題の難易度について、キャリアモデルを見

つけること、共感できる働き方を見つけるこ

と、レポートを書くことの 側面から質問し

た。いずれも肯定回答が 割弱、否定回答が

割強で、難しくなかったとする意見が若干

多いものの、難しかったと感じる学生も同数

近くいることがわかる。「共感できる働き方

の“共感”とはどういう意味か？」という質

問も出されるなど、考えにくかった部分も

あったようである。また、自由にさがしてよ

いというのも難しく感じた理由のひとつで

あった。ただ、提出されたレポートをみると

各自努力して見つけてきた跡をかいま見るこ

とができ、乗り越えられない難しさではな

かったと思われる。

最後に「キャリアモデルの発見は自分の

キャリアデザインを描くのに役立つ」につい

ての肯定回答は ％であった。キャリアモ

デルの探索は自分のキャリアをデザインする

という最終課題の前に行う作業であることを

学生には伝えてきたが、ここでの否定回答は

％にすぎず、学生はおおむね課題の趣旨

を理解し、それにむけて前向きにキャリアモ

デルの課題をとらえることができたものと言

えるだろう。

キャリアモデルの感想

この課題を終えた学生たちはどのような感

想をもったのであろうか。アンケートの最後

には、キャリアモデルレポートを経験した感

想を自由記述方式にて求めた。全体的には肯

定的意見が多く、「自分が共感する働き方が

見つかった」とストレートに表現する者もい

れば、「キャリアデザインを描けそうな気が

する」「意外と自分にはやりたいことがある

んだなとわかった」という自分自身の発見に

つながったとの意見も多かった。もうひとつ

目立った感想として「よいきっかけとなっ

た」というものである。低学年次の学生に

とって、課題でもなければ職業について真剣

に考える機会はなかなかない。かつ、今回の

課題の重要なところは「調べる」ことにある。

この点を含めてよいきっかけとなったとの感

想をもたせたことは狙いどおりである。調べ

るという点で言えば、リクナビ、キャリナビ

など「職業研究のサイトを知ったことはよ

かった」との感想もあった。低学年のうちに

インターネットや書籍で職業研究ができるこ

とを実体験し、その方法を学んだことは、彼
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表 キャリアモデル課題の評価

肯定 否定 中間 わからない
回答 回答 回答 ・無回答

今回のレポートで自分の「共感できる働き方」は見つかった

キャリアモデルをみつけるのは難しかった

共感できる働き方をみつけるのは難しかった

レポートを書くのは難しかった

キャリアモデルの発見は自分のキャリアデザインを描くのに役立つ

（ ）内は回答者総数 に占める割合（％）



らのキャリア形成に好ましい影響を与えるも

のと期待したいところである。

このほか「いろいろな働き方をみて楽しい

と思った」「働く人がかっこいいと思った」

との感想もあった。文字や写真による情報で

はあるが、職業人の実際の姿をみせることは

働くことへの意欲を高める効果をもたらすと

も考えられる。

方、この手法の課題を抽出するためには

否定的な感想から学ぶべきところも大きいと

考えられる。全面的に否定する意見はなかっ

たが、「共感という意味がわからなかった」

という趣旨の感想は複数あった。例示しなが

らより詳しく説明すべき反省点である。もう

ひとつの否定的な感想として、書き方の問題

がある。 紙 枚に収めることを条件とし

たが、コンパクトにまとめることに慣れてい

ない学生にとって、これは難しかったようで

ある。また「共感したと思っても言葉にする

のが難しかった」という感想もあった。この

ほか「直接会わないと納得できない」との

もっともな意見もあった。憧れの先輩モデル

を通じてさらに職業研究を深めていくために

は、直接会ってインタビューすること、また

その方法を伝授するなど発展方向を考える必

要があるだろう。

．結論

本稿は、キャリアモデルというキャリア教

育の手法の有効性を検討するため、山口大学

での実践を報告するとともに、課題を体験し

た学生へのアンケート調査の結果を分析し、

考察を行った。全体的な結果として、学生の

評価も高く、キャリアモデル手法の有効性が

確認されたものと考えている。

今後この手法は大学生のキャリア教育に活

用されるべきと考えるが、少なくとも山口大

学における実践のなかでは、以下の課題が明

らかになってきた。

ひとつは、調べるということをより強調す

べきであるという点である。今回 割弱の学

生が旧知の人物をモデルとしている。このな

かには高校時代の先生に電子メールを送って

キャリアを質問したとの前向きな学生も含ま

れるが、以前に会った印象のみで記述した学

生も少なからず存在した。幅広く働き方をみ

てキャリアモデルを見つけていくという点で、

調べることをより前面に出した課題設定をす

べきであり、かつ、講義のなかでは調べ方の

解説をより丁寧にすべきであった。改善すべ

き点と考える。

また今回は、情報源を指定したものではな

いが結果的に既存の情報の活用を促しており、

この点で以下の課題が浮かび上がってくる。

すなわち道筋が描けないケースが多く出現す

るという点である。キャリナビ・リクナビな

どの既存サイトの利用は作業を効率化し、か

つ、視野を拡げる面で望ましい。ただし、当

然ながらこの課題のためにサイトをつくって

いるわけはないので、ある特定部分の情報が

得られないことは容易に想像される。今回の

課題で調べたいことのひとつに、モデルと

なった人物がどのような道をたどって現在に

至っているのかという点がある。つまり学業

から就業へ、大学から会社への歩みを学ぶこ

とは重要だと考えるが、個人の歩んだ道を詳

細にたどることはこれらサイトでは困難であ

ろう。さらに言えば、この授業の目的は「大

学時代の目標を明確に…」でもあり、キャリ

アモデルの大学時代の過ごし方も知りたいと

ころであるが、ここまでの情報を得るのは相

当に困難であると言わざるをえない。例えば、

キャリアデザインの講義に来ていただいた

の情報蓄積を図っていくことなど、学

業から就業への道筋を描いたキャリアモデル

候補者の蓄積も求められている。

これらの点を改善しつつ大学生のキャリア

教育手法としてのキャリアモデルをさらに充

実させていきたいと考えている。

キャリア教育の手法としてのキャリアモデル



注：

）株式会社ディスコの「就職活動に関する調査

」によると、 年生の 月調査で「就職

活動中に最も知りたかった情報」として最も

多かった回答は「実際の仕事内容」が ％

で、第 位の「社内の雰囲気」（ ％）を大

きく引き離してトップとなっている。学生た

ちは入社して実際にどういう仕事をするのか

に関する情報を欲しており、若手社員が実際

にやっている仕事を語ることは学生の求める

情報でもある。

）古野［ ］では、ひとつひとつのロールモ

デルを類型化したものに「キャリアモデル」

という用語を与えているが、本稿で述べる

キャリアモデルは、ここでいうロールモデル

のことである。

）キャリナビ編集部『天職の見つけ方 親子で

読む職業読本』の冒頭にはこのことが記され

ている。

）リクナビの先輩情報は、各社に勤務する人物

が名前・職務経験・顔写真入りで登場し、「こ

れが私の仕事」「ズバリ！私がこの会社を選ん

だ理由ここが好き」「だからこの仕事が好き！

番うれしかったことにまつわるエピソード」

「今だから話せる、 番の失敗談」「先輩から

の就職活動アドバイス！」を コーナー

文字程度で語っている。ただしこのサイト

にはリクナビを活用して採用を行う会社が伝

える情報しか得られない。すなわち大学生の

新卒募集をしない会社の先輩情報はこのサイ

トには掲載されないことに留意する必要はあ

る。

）キャリナビのミッションは、「青少年に、様々

な生き方や職業に触れる機会を提供し、感じ

たこと・考えたことを他者に伝える（表現す

る）ことを通じて自分の生き方を真剣に考え、

大切にするきっかけを与え、夢と誇りを持っ

て自立した人間として社会参画できるよう勇

気付け（ ）していくこ

と」とされている。

）学校教育での活用事例は以下のサイトに紹介

されている。

）高学年向けの授業のなかで主に親へのインタ

ビューを実施する（平尾［ ］参照）
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